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敗
戦
直
後
の
こ
の
時
期
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
日

本
民
主
化
政
策
の
重
要
な
一
環
と
し
て
、
い
わ

ゆ
る
労
働
三
法
の
制
定
、
憲
法
二
八
条
の
労
働

基
本
権
保
障
と
あ
い
ま
っ
て
労
働
運
動
も
解
放

さ
れ
、
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
の
昂
進
と
窮
乏
の
な

か
で
労
働
運
動
は
急
速
に
成
長
し
て
い
っ
た
。

鯵
第 戦
後
の
経
営
合
理
化
に
伴
な
う
人
員
整
理
な

い
し
大
量
解
雇
（
以
下
た
ん
に
「
整
理
解
雇
」

と
も
い
う
）
の
判
例
を
整
理
し
よ
う
と
す
る
場

合
、
ま
ず
人
員
整
理
な
い
し
大
量
解
雇
が
ど
の

よ
う
な
社
会
経
済
的
背
景
の
も
と
で
問
題
と
な

っ
て
き
た
か
を
一
瞥
し
て
お
く
こ
と
も
意
義
の

あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
ろ
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、

人
員
整
理
な
い
し
大
量
解
雇
を
中
心
と
し
て
希

望
退
職
、
配
置
転
換
、
出
向
な
ど
に
よ
る
雇
用

量
の
調
整
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
雇

用
調
整
方
式
が
、
ど
の
よ
う
な
戦
後
の
わ
が
国

の
社
会
経
済
的
背
景
の
も
と
で
実
施
さ
れ
て
き

た
か
を
概
略
的
に
み
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

◇
序 
 

期
’

昭
二

○
年

.二
三

年

.

戦
後
人
員
整
理
に
お
け
る
社
会
経
済
的
背
景

し
か
し
、
戦
後
の
国
際
情
勢
の
変
化
の
な
か

で
、
民
主
化
政
策
を
推
進
し
て
き
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は

昭
和
一
三
年
の
二
・
一
ス
ト
禁
止
前
後
か
ら
占

領
政
策
を
転
換
し
は
じ
め
、
労
働
運
動
の
抑
圧
、

独
占
資
本
の
再
建
へ
と
進
む
こ
と
に
な
る
。

こ
の
時
期
は
、
敗
戦
の
打
撃
と
イ
ン
フ
レ
の

昂
進
、
物
資
不
足
、
戦
争
責
任
の
追
及
さ
ら
に

昂
揚
す
る
労
働
運
動
の
下
で
、
使
用
者
は
、
生

産
サ
ポ
を
行
な
う
状
況
に
あ
り
、
経
営
権
は
十

分
に
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
労
務
管
理
は
無
き

に
ひ
と
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和

二
一
一
一
年
に
日
経
連
が
創
立
さ
れ
、
経
営
権
の
回

復
と
確
立
を
推
進
し
は
じ
め
る
頃
に
な
る
と
、

一
部
の
企
業
で
は
人
員
整
理
が
具
体
的
に
日
程

に
の
ぼ
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
労
働
運
動

は
生
産
管
理
戦
術
な
ど
に
よ
り
激
し
い
闘
い
を

展
開
し
、
し
か
も
他
方
で
権
利
宣
言
型
労
働
協

約
の
解
雇
同
意
・
協
議
約
款
を
砦
と
し
て
法
廷

闘
争
を
展
開
し
た
。
そ
の
た
め
、
人
員
整
理
に

も
と
づ
く
解
雇
が
解
雇
同
意
・
協
議
約
款
と
の

関
連
で
第
二
期
に
か
け
て
裁
判
上
争
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
国
産
電
気
事
件
、
日

日
本
経
済
の
再
建
の
た
め
昭
和
二
二
年
の
中

頃
か
ら
傾
斜
生
産
方
式
が
す
す
め
ら
れ
る
が
、

昭
和
一
一
一
一
一
年
に
賃
金
三
原
則
と
経
済
九
原
則
が

発
表
さ
れ
、
続
く
昭
和
二
四
年
に
ド
ッ
ジ
・
プ

ラ
ン
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
フ
レ

の
収
束
と
日
本
経
済
の
自
立
・
再
建
が
本
格
的

に
推
進
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
一

連
の
経
済
政
策
の
実
施
は
、
必
然
的
に
企
業
整

備
と
こ
れ
に
伴
な
う
大
規
模
な
人
員
整
理
を
ひ

き
起
こ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
下
で
、
昭
和
二
四
年
を
頂
点
と
し
て
大
量
の

企
業
整
備
・
人
員
整
理
が
強
行
さ
れ
た
。
昭
和

二
四
年
一
一
月
か
ら
一
一
一
月
ま
で
の
人
員
整
理
数

は
、
民
間
で
三
七
万
人
、
官
庁
関
係
で
七
万
人

と
い
う
数
に
の
ぼ
り
、
昭
和
二
四
、
五
年
を
通

じ
て
推
定
一
○
○
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ろ
。

こ
の
時
期
は
、
昭
和
二
四
年
に
労
組
法
の
改

正
が
強
行
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
自
動
更
新
中

鰺
第
二
期
’
昭
二
四
年
１
二
九
年

本
油
機
事
件
な
ど
）
。

の
解
雇
同
意
・
協
議
約
款
を
使
用
者
が
一
方
的

に
破
棄
し
う
る
（
労
組
法
一
五
条
二
項
）
道
が

開
か
れ
、
無
協
約
状
態
下
で
人
員
整
理
を
強
行

し
て
い
く
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

昭
和
二
五
年
六
月
の
朝
鮮
戦
争
の
ぼ
っ
発

は
、
特
需
ブ
ー
ム
を
ま
き
お
こ
し
、
急
速
に
生

産
規
模
を
拡
大
さ
せ
、
そ
の
資
本
蓄
積
を
通
じ

て
独
占
資
本
の
復
活
を
も
た
ら
し
、
高
度
経
済

成
長
の
基
礎
的
条
件
を
築
い
て
い
っ
た
。
し
か

し
、
特
需
ブ
ー
ム
が
過
ぎ
る
と
一
転
し
て
不
況

に
み
ま
わ
れ
、
臨
時
工
、
社
外
工
の
大
量
解
雇

を
手
は
じ
め
に
、
常
用
工
に
つ
い
て
も
大
量
の

人
員
整
理
が
実
施
さ
れ
て
い
く
。
ま
た
、
占
領

軍
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
労
働
者
の
人

員
整
理
が
行
な
わ
れ
た
の
も
講
和
後
の
こ
の
時

期
で
あ
る
。

こ
の
時
期
は
、
第
一
期
と
は
対
照
的
に
、
使

用
者
側
の
経
営
権
な
い
し
人
事
権
の
優
位
の
下

に
企
業
整
備
・
人
員
整
理
が
実
施
さ
れ
、
労
働

組
合
は
こ
れ
に
押
し
ま
く
ら
れ
た
時
期
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
労
働
組
合
は

こ
れ
に
対
し
て
抵
抗
を
試
み
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
二
四
、
五
年
の
人

員
整
理
の
時
期
に
は
、
産
別
会
議
は
企
業
整
備

反
対
・
行
政
整
理
反
対
を
中
心
に
産
業
防
衛
闘

争
を
提
唱
し
、
裁
判
で
も
解
雇
同
意
・
協
議
約

款
違
反
（
日
本
電
気
事
件
、
日
本
亜
鉛
事
件
、

日
本
セ
メ
ン
ト
西
多
摩
工
場
事
件
、
日
本
セ
メ

ン
ト
事
件
、
高
岳
製
作
所
事
件
な
ど
多
数
の
判

決
が
あ
る
）
、
不
当
労
働
行
為
（
杵
島
炭
鉱
事
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件
、
富
士
シ
ル
ク
事
件
、
池
貝
鉄
鉱
所
事
件
な

ど
）
で
あ
る
と
し
て
法
廷
闘
争
を
展
開
し
た
。

し
か
し
、
大
量
解
一
展
、
続
く
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
に

よ
り
組
合
の
組
織
基
盤
は
崩
れ
、
産
別
の
解

体
、
民
同
運
動
の
拾
頭
と
い
う
状
況
の
な
か
で

労
働
運
動
は
実
質
的
に
敗
北
せ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。

特
需
ブ
ー
ム
後
の
不
況
期
に
は
戦
闘
性
を
復

活
さ
せ
た
総
評
の
指
導
の
下
に
、
三
鉱
連
の

「
英
雄
な
き
二
一
一
一
日
の
闘
い
」
や
日
鋼
室

蘭
、
尼
鋼
な
ど
の
企
業
整
備
・
解
一
雇
反
対
闘
争

が
た
た
か
わ
れ
－
定
の
成
果
を
あ
げ
た
。
し
か

し
、
企
業
別
組
合
が
企
業
整
備
・
人
員
整
理
反

対
闘
争
を
展
開
す
る
こ
と
の
困
難
性
、
限
界
性

も
同
時
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
っ
た
（
人
員
整

理
と
企
業
別
組
合
の
限
界
性
に
つ
い
て
鋭
い
指

摘
を
し
た
最
近
の
論
文
と
し
て
、
花
見
忠
「
雇

用
闘
争
と
労
働
組
合
」
二
一
四
頁
）
、
ジ
ュ
リ

ス
ト
増
刊
「
企
業
と
労
働
」
所
収
が
あ
る
）
。

こ
の
時
期
に
は
昭
和
三
○
年
に
生
産
性
本
部

が
発
足
し
、
積
極
的
に
経
営
合
理
化
や
生
産
性

向
上
運
動
が
推
進
さ
れ
た
。
ま
た
欧
米
の
新
技

術
の
導
入
、
石
油
化
学
、
自
動
車
工
業
、
電
子

産
業
、
鉄
鋼
、
造
船
、
家
庭
電
器
な
ど
の
産
業

部
門
へ
の
集
中
的
設
備
投
資
が
な
さ
れ
、
こ
れ

を
通
じ
て
産
業
構
造
の
質
的
転
換
Ⅱ
重
化
学
工

業
化
が
は
か
ら
れ
、
第
一
次
高
度
経
済
成
長
が

蕊
第
一
一
一
期
’
昭
一
一
一
○
年
‐
’
’
’
五
年

実
現
さ
れ
た
。
こ
の
高
度
経
済
成
長
を
通
じ
て

独
占
資
本
は
再
確
立
さ
れ
、
中
小
企
業
の
下
請

・
系
列
化
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
時
期
の
技
術
革
新
を
伴
な
う
合
理
化

は
、
多
く
の
労
働
者
の
解
雇
や
熟
練
労
働
者
の

資
格
低
下
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
が
、
と
く

に
成
長
産
業
で
は
人
員
整
理
や
大
量
解
雇
は
か

げ
を
ひ
そ
め
、
新
規
採
用
の
削
減
・
停
止
、
欠

員
不
補
充
、
希
望
退
職
、
配
置
転
換
、
出
向
な

ど
の
計
画
的
人
員
削
減
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か

し
、
石
炭
、
非
鉄
金
属
な
ど
の
斜
陽
産
業
で
は

大
量
の
人
員
整
理
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
は
昭

和
一
一
一
五
年
の
三
井
三
池
の
合
理
化
・
人
員
整
理

反
対
闘
争
に
端
的
に
代
表
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
（
三
池
炭
鉱
事
件
）
。

資
本
の
側
の
合
理
化
攻
撃
に
対
し
て
、
労
働

組
合
は
合
理
化
反
対
・
生
産
性
向
上
反
対
の
立

場
に
立
ち
な
が
ら
も
、
合
理
化
計
画
に
伴
な
う

事
業
所
の
統
廃
合
、
要
員
計
画
な
ど
に
関
与

し
、
労
働
者
へ
の
不
利
益
を
最
小
限
に
く
い
止

め
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
や
が
て
、
協
約
上
事

前
協
議
制
と
し
て
制
度
化
さ
れ
て
い
っ
た
（
例

え
ば
、
炭
労
の
「
長
期
計
画
要
求
基
準
案
」
、

全
電
通
、
動
力
車
、
全
逓
、
合
化
労
連
の
事
前

協
議
制
が
あ
る
）
。

こ
の
時
期
は
昭
和
三
○
年
以
降
の
設
備
投
資

の
行
き
過
ぎ
か
ら
一
時
的
な
景
気
の
後
退
を
み

蕊
第
四
期
’
昭
一
一
一
六
年
１
四
五
年

ろ
が
、
昭
和
四
一
年
以
降
第
二
次
高
度
経
済
成

長
を
実
現
し
、
昭
和
四
三
年
に
は
国
民
総
生
産

は
世
界
第
二
位
ま
で
成
長
す
る
に
至
っ
た
。
第

一
次
高
度
経
済
成
長
期
が
設
備
投
資
主
導
型
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
第
二
次
高
度
経
済
成
長
期

は
輸
出
・
財
政
主
導
型
と
い
わ
れ
、
輸
出
品
目

も
ミ
シ
ン
、
ラ
ジ
オ
、
カ
メ
ラ
な
ど
の
軽
工
業
製

品
中
心
か
ら
、
船
舶
、
鉄
鋼
、
自
動
車
と
い
っ
た

重
工
業
製
品
に
移
行
し
た
。
こ
れ
に
伴
な
っ
て

開
放
経
済
体
制
の
下
で
国
際
競
争
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
独
占
資
本
は
、
企

業
の
合
併
・
集
中
、
系
列
化
、
業
務
提
携
な
ど
、

企
業
間
の
横
の
つ
な
が
り
を
強
め
て
い
っ
た
。

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
労
働
者
の
賃
金
上
昇

が
は
か
ら
れ
、
ま
た
若
年
労
働
者
を
中
心
と
し

た
労
働
力
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ

は
企
業
経
営
を
圧
迫
す
る
要
因
と
な
り
は
じ

め
、
経
営
管
理
を
も
ふ
く
め
た
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
化
・
省
力
化
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
し

か
し
、
要
員
の
削
減
は
た
だ
ち
に
解
一
展
に
は
結

び
つ
か
ず
、
む
し
ろ
希
望
退
職
や
新
設
工
場
、

系
列
・
下
請
会
社
へ
の
配
置
転
換
、
出
向
な
ど

の
方
法
に
よ
り
積
極
的
な
労
働
力
の
流
動
化
が

は
か
ら
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
反
映
し
て
、
こ
の
時
期

の
配
置
転
換
、
出
向
は
管
理
職
や
現
地
採
用
者

も
そ
の
対
象
と
な
る
よ
う
に
な
り
、
実
質
的
な

解
雇
を
意
味
す
る
配
置
転
換
、
出
向
と
い
う
事

例
も
増
え
て
い
っ
た
。

昭
和
四
六
年
の
ド
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
、
昭
和
四

八
年
の
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
戦

後
最
大
の
不
況
に
お
ち
い
り
、
昭
和
五
○
年
に

不
況
の
底
入
れ
を
し
た
後
景
気
回
復
の
き
ざ
し

を
み
せ
る
が
、
昭
和
五
二
年
に
は
再
び
景
気
が

後
退
し
、
現
在
ま
た
第
二
次
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ

ク
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
わ
が
国
経

済
は
長
期
的
停
滞
化
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。
特

に
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
は
わ
が
国
の
経
済
に
与

え
た
影
響
が
大
き
か
っ
た
。
そ
の
要
因
と
し
て

は
、
第
二
次
高
度
経
済
成
長
が
大
幅
な
輸
出
の

拡
大
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
し
か
も
石
油
依
存

の
産
業
構
造
が
つ
く
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
産
油
国
の
石
油
価
格
の
値
上
げ

に
よ
る
生
産
価
格
の
上
昇
は
国
際
収
支
を
悪
化

さ
せ
、
こ
れ
に
円
高
、
欧
米
諸
国
に
よ
る
日
本

製
品
に
対
す
る
輸
入
規
制
の
強
化
措
置
が
追
い

打
ち
を
か
け
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
企
業
は
低
経
済

成
長
に
対
応
す
べ
く
経
営
合
理
化
・
減
量
経
営

化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ろ
。
こ
れ
に
伴
な
っ

て
、
人
員
整
理
、
新
規
採
用
の
削
減
・
停
止
、

希
望
退
職
、
配
置
転
換
、
出
向
、
｜
時
帰
休
、

臨
時
工
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
解
雇
な
ど
の
方

策
に
よ
り
雇
用
量
の
調
整
が
多
く
の
企
業
で
実

施
さ
れ
て
い
ろ
。
昭
和
五
二
年
に
行
な
わ
れ
た

「
労
働
協
約
等
実
態
調
査
」
（
労
働
省
）
に
よ
れ

鰺
第
五
期
’
昭
四
六
年
１
現
在
ま
で
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景
ば
、
経
営
上
の
理
由
か
ら
過
去
一
一
年
間
に
一
雇
用

婿
調
整
を
実
施
し
た
企
業
は
、
全
体
の
一
一
四
％
と

白繍
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
産
業
別
に
み
ろ
と
、
製

会
造
業
で
一
一
一
七
％
、
次
い
で
運
輸
・
通
信
業
二
一

鍬
％
、
鉱
業
お
よ
び
建
設
業
各
一
一
○
％
の
順
と
な

脈
っ
て
い
る
。
雇
用
調
整
の
種
類
（
配
転
、
出

醗
向
、
一
時
帰
休
お
よ
び
人
員
整
理
の
組
合
せ
）

整
別
に
み
ろ
と
、
配
置
転
換
の
み
を
行
な
っ
た
も

煩
の
が
一
一
七
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
配
置
転
換

謝
と
出
向
を
行
な
っ
た
も
の
―
一
○
％
、
一
時
帰
休

序
の
み
行
な
っ
た
も
の
－
一
％
、
人
員
整
理
の
み

》
行
な
っ
た
も
の
－
○
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅱ
ま
た
、
人
員
整
理
を
ふ
く
む
雇
用
調
整
を
行
な

血
も
の
は
こ
八
％
、
一
時
帰
休
を
ふ
く
む
雇
用
調

唖
整
を
行
な
っ
た
も
の
（
人
員
整
理
を
含
む
も
の

》
を
除
く
）
は
一
八
％
に
お
よ
ん
で
い
ろ
。

》
鍵
ま
と
め

以
上
き
わ
め
て
簡
単
で
あ
る
が
、
人
員
整
理

》
な
い
し
大
量
解
雇
、
希
望
退
職
、
配
置
転
換
、

》
出
向
な
ど
の
一
雇
用
調
整
方
式
が
戦
後
の
わ
が
国

唖
の
社
会
経
済
的
背
景
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

》
い
る
か
を
み
て
き
た
。

こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
次
の
よ
う

》
な
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
後
の
人
員
整

唖
理
な
い
し
大
量
解
雇
は
昭
和
二
四
年
前
後
、
朝

呼
鮮
戦
争
の
特
需
ブ
ー
ム
が
去
っ
た
昭
和
二
七
、

》
八
年
、
そ
し
て
昭
和
四
六
年
の
ド
ル
・
シ
ョ
ッ

皿
ク
以
降
の
時
期
に
多
く
集
中
し
て
お
り
、
当
然

な
が
ら
判
例
・
命
令
も
こ
れ
ら
の
時
期
に
数
多

く
み
ら
れ
ろ
。
も
ち
ろ
ん
、
高
度
経
済
成
長
期

に
も
人
員
整
理
な
い
し
大
量
解
雇
が
み
ら
れ
な

い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
、
石
炭
の
よ
う

な
斜
陽
産
業
、
駐
留
軍
関
係
、
そ
し
て
個
別
的

な
経
営
不
振
に
起
因
す
る
も
の
が
多
い
。

む
し
ろ
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
希
望
退

職
、
配
置
転
換
、
出
向
な
ど
の
よ
う
な
解
雇
以

外
の
雇
用
調
整
方
式
が
一
般
に
広
く
行
な
わ
れ

て
い
た
し
、
ま
た
企
業
に
も
そ
の
ゆ
と
り
が
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
（
「
配
置
転
換
を
め
ぐ
る
労

使
関
係
」
日
本
労
働
協
会
編
、
手
塚
和
彰
「
雇

用
調
整
と
配
置
転
換
」
石
井
照
久
先
生
追
悼
論

集
「
労
働
法
の
諸
問
題
」
所
収
）
。

こ
の
理
由
と
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
考
え
ら
れ
よ

う
が
ま
ず
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
高
度
経
済
成

長
期
に
は
技
術
革
新
・
合
理
化
の
な
か
で
余
剰

人
員
の
整
理
が
問
題
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
は
企
業
規
模
の
拡
大
に
伴
な
う
も
の
で
あ

り
、
余
剰
人
員
の
発
生
は
た
だ
ち
に
解
雇
に
は

結
び
つ
か
ず
、
む
し
ろ
若
年
労
働
力
の
不
足
が

深
刻
化
す
る
な
か
で
、
適
正
な
量
と
質
を
も
っ

た
労
働
力
を
適
正
な
場
所
に
配
置
し
て
い
く
こ

と
の
方
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ろ
。

次
に
、
終
身
雇
用
・
年
功
賃
金
制
が
わ
が
国

固
有
の
雇
用
慣
行
と
し
て
定
着
し
て
い
く
な
か

で
、
こ
と
さ
ら
に
労
使
関
係
を
紛
糾
さ
せ
る
解

一
展
と
い
う
手
段
は
採
用
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
労
働

者
の
自
由
意
思
に
か
か
わ
ら
し
め
る
希
望
退
職

方
式
が
広
く
採
用
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

最
後
に
、
経
営
合
理
化
に
伴
な
う
一
展
用
問
題

を
話
し
合
う
た
め
に
事
前
協
議
制
ま
た
は
経
営

協
議
会
の
よ
う
な
協
議
機
関
が
設
置
さ
れ
、
広

く
普
及
し
て
い
っ
た
こ
と
も
看
過
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
昭
和
五
二
年
の
「
労
働

協
約
等
実
態
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
常
設
的
な
労

使
協
議
機
関
を
有
す
る
組
合
は
、
組
合
総
数
の

五
一
％
で
あ
り
、
企
業
規
模
一
○
○
○
人
以
上

の
組
合
に
な
る
と
六
九
％
と
高
率
を
占
め
て
い

ろ
。
ま
た
、
人
員
整
理
の
実
施
に
際
し
て
解
雇

同
意
・
協
議
約
款
を
締
結
し
た
組
合
は
、
同
意

が
二
五
％
、
協
議
が
五
五
％
、
双
方
合
わ
せ
て

八
○
％
に
も
達
し
て
い
ろ
。

経
営
合
理
化
に
伴
な
う
雇
用
問
題
を
話
し
合

う
機
関
が
労
使
関
係
に
広
く
普
及
し
て
い
る
こ

と
を
反
映
し
て
か
、
最
近
の
整
理
解
雇
の
判
例

で
は
、
整
理
解
雇
の
必
要
性
、
整
理
基
準
と
い

う
従
来
か
ら
の
有
効
要
件
に
加
え
て
、
使
用
者

の
組
合
な
い
し
労
働
者
へ
の
協
議
・
説
得
義
務

を
要
件
と
す
る
も
の
が
増
え
て
い
ろ
（
川
崎
化

成
事
件
、
大
村
野
上
事
件
、
平
野
金
属
事
件
、

広
島
硝
子
事
件
な
ど
）
。
従
来
、
こ
の
義
務
は

解
雇
同
意
・
協
議
約
款
と
の
関
連
で
論
じ
ら
れ

て
い
た
が
、
判
例
は
こ
の
約
款
が
な
い
場
合
に

も
「
労
使
関
係
の
信
義
則
」
ま
た
は
「
労
働
契

約
上
の
信
義
則
」
か
ら
使
用
者
の
協
議
・
説
得

義
務
を
導
き
出
し
、
し
か
も
、
こ
の
義
務
が
単

な
る
道
義
的
義
務
と
し
て
で
は
な
く
、
法
的
義

務
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
ろ

（
最
近
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
た

論
文
と
し
て
、
楢
崎
二
郎
「
判
例
法
上
の
整
理

解
雇
の
法
理
」
東
京
学
芸
大
学
紀
要
三
○
集
一

二
一
頁
以
下
参
照
）
。

ま
た
、
判
例
は
、
人
員
整
理
の
必
要
性
が
認

め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
か
ら
直
ち
に
解
一
屋

の
必
要
性
が
あ
る
も
の
と
は
認
め
ず
、
解
雇
に

代
わ
る
べ
き
希
望
退
職
者
の
募
集
、
配
置
転

換
、
一
時
帰
休
な
ど
の
解
雇
回
避
努
力
を
十
分

に
尽
く
し
た
か
否
か
を
解
雇
の
有
効
要
件
と
し

て
い
ろ
（
大
村
野
上
事
件
、
ク
ロ
イ
ド
ン
事

件
、
大
隈
鉄
工
所
事
件
な
ど
）
。
こ
の
解
雇
回

避
努
力
も
、
わ
が
国
の
雇
用
慣
行
な
ら
び
に
解

雇
を
避
け
、
希
望
退
職
、
配
置
転
換
、
出
向
な

ど
の
手
段
に
よ
り
雇
用
調
整
を
行
な
っ
て
い
こ

う
と
す
る
労
使
関
係
の
実
態
を
反
映
し
た
も
の

と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
近
の
整
理
解
雇
を
め

ぐ
る
判
例
は
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
厳
し
い
制

限
理
論
を
展
開
し
定
着
さ
せ
つ
つ
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
ろ
。
し
か
し
、
現
在
の
判
例
法
上
の
整

理
解
雇
制
限
法
理
が
「
従
来
の
解
雇
理
論
の
な

か
で
た
っ
た
一
つ
残
さ
れ
た
ア
キ
レ
ス
腱
」

（
萩
沢
報
告
「
解
雇
と
雇
用
調
整
」
五
七
頁
、

「
産
業
構
造
の
変
化
と
労
働
法
」
所
収
）
と
評

さ
れ
た
状
況
を
克
服
す
る
理
論
水
準
を
切
り
ひ

ら
く
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
ま
さ
に
正
念

場
に
さ
し
か
か
っ
て
い
ろ
と
い
え
よ
う
。

（
石
橋
洋
）
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